
夏　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
さ
ん
の
格
別
な
と
り
は
か
ら
い
に
よ
り
、
福
島
県
白
河

市
に
あ
る
新
幹
線
運
転
士
の
養
成
や
社
員
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
社
員
研
修
施
設
を
訪
問
し
ま
す
。

　

体
験
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
鉄
道
設
備
の
見
学
や
、
電
車
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
体
験
な
ど
、
鉄
道
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
体

験
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
、
家
族
連
れ
で
学
ぶ
こ
と
も
可
能
で
す
。
但
し
、
専
門
技

術
の
研
修
所
で
す
か
ら
、
幼
児
に
は
難
し
す
ぎ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

八
月
十
八
日
（
月
）
十
三
時
～

・
運
転
士
が
免
許
を
も
ら
う
ま
で

・
電
車
が
走
る
し
く
み

・
電
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
体
験　

等

八
月
十
九
日
（
火
）

・
実
習
線
見
学

・
事
故
の
歴
史
展
示
館
見
学　

等

　
　

  

～
十
四
時
三
十
分
頃
終
了

　

青
年
塾
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
が
八
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
場
所
は
、
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
青
森
県
の
白
神
山
地
。
世
界
最
大
級
と
言
わ
れ

る
ブ
ナ
の
原
生
林
を
訪
れ
ま
す
。

　

日
本
の
原
風
景
が
残
る
自
然
。
そ
こ
は
、動
植
物
の
宝
庫
で
も
あ
り
、

い
の
ち
輝
く
森
が
広
が
り
ま
す
。
ブ
ナ
林
の
散
策
の
ほ
か
、ま
た
ぎ（
猟

師
）
の
方
や
、樹
木
医
の
方
か
ら
の
お
話
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

り
ん
ご
園
で
の
青
空
講
話
、
津
軽
三
味
線
の
生
ラ
イ
ブ
も
心
躍
る
体
験

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

自
然
、
文
化
、
食
・
・
・
ま
る
ご
と
津
軽
を
感
じ
る

こ
と
の
で
き
る
得
難
い
機
会
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
概
要

八
月
二
十
九
日
（
金
）

○
十
二
時
三
十
分
集
合

　
　

  

（
白
神
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
）

八
月　

三
十
日
（
土
）

○
ブ
ナ
林
散
策

○
講
話
（
ま
た
ぎ
や
樹
木
医
の
方
）

★ 

志
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
“
夏
の
特
別
講
座
”
の
お
知
ら
せ
で
す
。

今
回
は
、
二
つ
の
魅
力
あ
る
講
座
を
計
画
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
夏
休
み
期
間
中
の
開
催
で
す
の
で
、

ご
家
族
で
の
参
加
も
お
す
す
め
で
す
。

夏
の
特
別
講
座
の
お
知
ら
せ

※�いずれの講座も参加ご希望の方は、７月末日迄に巻末の各申込書にご記入の上、お申
し込み下さい。宿泊施設の関係で、人数に制限があります。

“
Ｊ
Ｒ
東
日
本
総
合
研
修
所
”
体
験
セ
ミ
ナ
ー

八
月
十
八
日
（
月
）
～
十
九
日
（
火
）（
福
島
県
白
河
市
）

★ 

鉄
道
マ
ニ
ア
に
は
最
高
の
チ
ャ
ン
ス

『
青
年
塾
』
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

八
月
二
十
九
日
（
金
）
～
三
十
日
（
土
）（
青
森
県
）

★ 

世
界
遺
産
・
白
神
山
地

八
月
三
十
一
日
（
日
）

○
り
ん
ご
園
訪
問

○
解
散

● 

参
加
費
用
（
一
人
）

三
万
五
千
円 

程
度

● 

参
加
費
用
（
一
人
）

一
～
二
万
円 

程
度



平成 20年度『青年塾』第 12期生　講座の内容
※下記講座は、どなたにもご参加いただくことができます。
申込案内はその都度デイリーメッセージでお知らせします。

第１回目クラス講座   【テーマ：育みの実践】

洞 爺（ 北 海 道 ） 北 5月 9日～11日 玄米食と健康

茅ヶ崎（神奈川） 東 5月23日～25日 松下幸之助の志と松下政経塾

明 智（ 岐 阜 ） 東海 5月30日～6月1日 大正村の志

串 本（ 和 歌 山 ） 関西 6月13日～15日 トルコ軍艦海難事故に学ぶ先人の志

益 田（ 島 根 ） 西 6月20日～22日 若者が変わる自動車教習所

第２回目クラス講座   【テーマ：食と環境】

夕 張（ 北 海 道 ） 北 10月17日～19日 夕張農業の歴史と今後の課題

南 会 津（ 福 島 ） 東 10月24日～26日 りんどう、ひめゆりにかける男達の執念

伊 勢（ 三 重 ） 東海 11月 7日～ 9日 神道に学ぶ伝統の継承と食の文化

丹 後（ 京 都 ） 関西 11月14日～16日 自然酢作りへのこだわり

志布志（鹿児島） 西 11月28日～30日 循環型社会日本一を目指す志のまち

第３回目クラス講座   【テーマ：家族・人・教育】

オホーツク（北海道） 北 1月16日～18日 流氷の町に暮らす人々

庄 内（ 山 形 ） 東 1月23日～25日 地域に根ざす食材のふるさと

伊 那（ 長 野 ） 東海 2月 6日～ 8日 伊那食品工業の志

高 島（ 滋 賀 ） 関西 2月13日～15日 針江生水の郷の暮らし

萩（ 山 口 ） 西 2月20日～22日 明治維新胎動の地で活躍した志士たちの生きざま

全国講座・特別講座

入 塾 式 全国 終了 足助（愛知）

中 国 理 解 講 座 希望者 7月 5日～11日 内モンゴルと北京～教育格差～

家 族 講 座 希望者 8月18日～19日 ＪＲ東日本研修所見学等

サマーセミナー 全国 8月29日～31日 白神山地（青森）

出 発 式 全国 3月13日～15日 箱根（神奈川）

※上記内容は、変更することもあります。

終了し
ました



　

昨
今
の
日
本
で
は
、「
そ
ん
な
こ
と
ま
で
、
裁
判
に
持
ち

込
む
の
か
」
と
思
う
ほ
ど
、
法
律
に
対
し
て
無
防
備
で
は
生

き
て
い
け
な
い
時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
訴
訟
社
会
で
は
、
法
律
に
精
通

し
て
い
る
と
、
法
律
な
ど
何
も
知
ら
な
い
人
の
こ
と
を
、
そ

れ
こ
そ
、“
赤
子
の
手
を
ね
じ
る
”
よ
う
に
、
組
み
伏
し
て

し
ま
う
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
て
、私
は
、

「
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
い
て
は
い
け
な
い
」
と
考
え
始
め

ま
し
た
。

　

私
の
娘
は
、
今
、
弁
護
士
稼
業
を
し
て
い
ま
す
。
あ
る
日

私
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
娘
と
話
を
し
ま
し
た
。
娘

も
、
日
ご
ろ
自
治
体
の
法
律
相
談
や
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
相

談
に
応
じ
て
い
る
う
ち
に
、「
も
っ
と
弁
護
士
が
身
近
に
い

て
、
相
談
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は
、
娘
に
、

「
力
を
貸
さ
な
い
か
」
と
声
を
掛
け
ま
し
た
。「
ご
く
普
通
の

市
民
が
、“
か
か
り
つ
け
の
医
者
”
の
よ
う
な
感
覚
で
、“
か

か
り
つ
け
の
弁
護
士
”
が
必
要
だ
。
平
時
か
ら
、
気
安
く
法

律
の
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
“
か
か
り
つ
け
の
弁

護
士
”
が
欲
し
い
。
手
伝
わ
な
い
か
」
と
、
迫
っ
た
し
だ
い

で
す
。
志
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
諸
氏
の
た
め
に
、
会
員
制

の
法
律
サ
ー
ビ
ス
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
訴
訟
の
“
か
か

り
つ
け
医
ク
ラ
ブ
”
で
す
。

　
　

１　

ク
ラ
ブ
の
目
的

市
民
生
活
に
必
要
な
リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
　

２　

運
営
主
体
、
運
営
方
法

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
頂
き
つ
つ
、
実
際
の
運
営
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
理
想
的
な
「
か
か
り
つ
け

医
」
的
存
在
を
、
共
に
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
段
階
で
検
討
し
て
い
る
内
容
と
し
て
は
、

① �

会
員
制（
会
員
登
録
し
た
者
の
み
が
ロ
グ
イ
ン
で
き
る
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、そ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
法
的
問
題
や
、
普
通
の
市
民
等
が
知
っ
て
お

い
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

② �

無
料
法
律
相
談
を
実
施
で
き
る
メ
ー
ル
を
開
設
し
、
相
談
を
受
け
付
け
る
。

③ �
定
期
的
に
勉
強
会
を
実
施
す
る
。

　
　

３　

今
後
の
発
展
性

リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、
専
門
性
も
異
な
る
場
合
、
複
数
の
弁
護
士
と

も
提
携
し
、
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

志
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

代
表　

上
甲  

晃

法
律
相
談
の
『
か
か
り
つ
け
医
』

会
員
制
の
〝
司
法
ク
ラ
ブ
〟
を
発
足
し
ま
す

“
備
え
あ
れ
ば
、
憂
い
な
し
”
の
制
度



　

◆　

発
足
説
明
会
の
ご
案
内　

◆

■�

日　
　

時	

七
月
十
九
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で
開
催

■
参
加
費
用	

説　

明　

会
／
三
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　

	

夕
食
交
流
会
／
四
、〇
〇
〇
円　
（
い
ず
れ
も
、
当
日
、
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■�
会　
　

場	

東
京
・
築
地
本
願
寺
の
第
一
伝
道
会
館
二
階
「
伽
羅
」

■�
内　
　

容	

①
〈
特
別
企
画
〉「
築
地
本
願
寺
の
見
学
」　

	

②
築
地
本
願
寺
関
係
者
の
講
話
（
案
）「
築
地
本
願
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
」

	

③
“
司
法
ク
ラ
ブ
”
を
立
ち
上
げ
る
思
い	

志
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表　
　

上
甲　

晃

	
④
「
最
近
の
訴
訟
事
情
」	

弁
護
士　
　

上
甲
あ
お
い

	
⑤
“
司
法
ク
ラ
ブ
”
に
つ
い
て
の
意
見
交
換	

全
員

※
築
地
本
願
寺
の
こ
と
に
つ
い
て

　

�　

�　

築
地
本
願
寺
は
三
五
〇
年
前
に
開
基
さ
れ
た
浄
土
真
宗
の
東
の
中
心
拠
点
。
地
名
「
築
地
」
の
由
来
は
、

一
六
五
七
年
の
江
戸
大
火
に
よ
り
焼
失
し
た
本
願
寺
江
戸
御
坊
の
替
地
で
あ
る
海
上
を
埋
め
立
て
て
、「
寺

地
を
築
く
」
こ
と
か
ら
き
て
い
ま
す
。
築
後
七
十
四
年
を
経
た
イ
ン
ド
風
大
伽
藍
を
誇
る
建
物
は
、
都
内

で
最
も
名
高
い
建
築
物
の
一
つ
で
す
。
先
日
、
私
は
講
演
に
招
か
れ
て
、
初
め
て
中
に
入
り
ま
し
た
。
そ

れ
を
機
会
に
、
今
回
内
部
の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
司
法
ク
ラ
ブ
と
宗
教
と
の

関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、ど
う
ぞ
、教
養
と
し
て
、ぜ
ひ
と
も
こ
の
機
会
に
、門
を
く
ぐ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

※�

参
加
ご
希
望
の
方
は
、巻
末
の
申
し
込
み
用
紙
で
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
、七
月
十
日
で
す
。

　
「
司
法
ク
ラ
ブ
」
の
説
明
を
兼

ね
た
第
一
回
会
合
を
下
記
の
と
お

り
、
東
京
・
築
地
本
願
寺
の
中
に

あ
る
第
一
伝
道
会
館
二
階
に
あ
る

「
伽
羅
」
で
開
催
し
ま
す
。
参
加

を
希
望
す
る
人
、
関
心
の
あ
る
人

は
、ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
『
司
法
ク
ラ
ブ
』
は
、
浄
土
真

宗
、な
ら
び
に
築
地
本
願
寺
と
は
、

ま
っ
た
く
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
が
た
ま
た
ま
講
演
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
ご
縁
で
、
会
場
の
提

供
と
、
同
寺
の
見
学
を
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

良
い
機
会
だ
と
考
え
て
、
開
催
場

所
を
築
地
本
願
寺
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

上
甲　

晃
会
場
は
、
築
地
本
願
寺
で
す
。

7/19
（土）

午後１時
～  ５時

築
地
本
願
寺
の
見
学
や
歴
史
に
つ
い
て
の
講
話
も


